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はじめに

　2018 年 3 月に告示され、2022 年から実施される新

学習指導要領の地理歴史科・世界史探究にある「内

容の取扱い」では、「年表や地図、その他の資料を積

極的に活用し、文化遺産、博物館やその他の資料館な

どを調査・見学したりするなど、具体的に学ぶよう指

導を工夫すること」とあり、現行の学習指導要領も、

博物館や資料館の活用をうたっている（文部科学省 

2018a: 75）。しかし、具体的に学ぶよう指導を工夫す

ることは個々の教員に任されており、あまり活用でき

ていないのが実状である。そこで本論では、筆者が計

画・実践した博物館見学会を取りあげ、授業と博物館

見学を連携させて生徒が深く学べる時間を創り出した

実践例を提示する。そして博物館見学会の内容とその

成果を検証し、今後の課題を提示する。

１．問題の所在

　2002 年度に総合学習が高校で完全実施されてから、

博物館と学校との博学連携について議論されることが

多くなった。博物館の資料や教育プログラムを活用

した授業例がいくつか報告されているものの、ほぼ

総合学習や学校設定科目の実践例である（會田 2008a, 

2008b, 2008c, 2009, 2010、荒井 2017、海上 2010, 2017、

宮崎 2017、永尾 2016）（１）。したがって、博物館見学

と結び付けた通常授業を実施するプログラムを考えな

ければ、考古学と歴史教育を結びつけた博学連携を恒

常的に実施していくことは難しい。

　そもそも、なぜ博物館の利用が叫ばれているのか、

問題点を明確にしておこう。第一に、歴史教育を通し

て高校生に思考力や表現力をつける必要がある。新学

習指導要領の「歴史総合」の「内容」「歴史の扉」(2)

には「人々の歴史的な営みの痕跡である遺物、文書、

図像などの資料を活用し、課題を追究したり解決した

りする活動を通して」、「資料に基づいて歴史が叙述さ

れていることを理解すること」と「複数の資料の関係

や異同に着目して、資料から読み取った情報の意味や

意義、特色などを考察し、表現すること」を身に付け

るよう書かれている（文部科学省 2018a: 56-57）。

　第二に、単なる暗記学習からの脱却が必要である。

従来の歴史授業では、大学入試問題で出題される詳細

な知識を重視するあまり、歴史用語や出来事の原因・

結果を暗記することに重点が置かれてきた。しかし、

歴史の「なぜ」を問いかけ考える機会を与える授業が

求められており、その糸口となる資料を生で見学する

ために、博物館の活用が注目されているのである。新

学習指導要領の「世界史探究」の「内容の取扱い」(2)

エでは「生徒の学習意欲を喚起する具体的な事例を取

り上げ」、「学習内容への課題意識やそれらの学習への

見通しをもたせるよう指導を工夫すること」、「諸地域

の歴史的特質を構造的に捉えることができることに気

付くようにする」ことも追加された（文部科学省 ibid. 

76）。このことは、博物館の展示資料を通して歴史学

習が深い学びとなるような「問い」の用意が必要なこ

とを意味している。

　第三に、教科書に載っていない生の細かい情報を得

ることである。教科書には、紙面の関係上細かい知識

や情報が載せられない。実際の展示資料などを見て得

られた詳細な知識は、学びを深くするうえで重要な視

点を生み出す。また、ここ数年、歴史の授業では最低

限の知識を伝えて生徒に考えさせる方向にシフトしつ

つあるが、いわゆる雑学や詳細な情報を求める生徒も

いる。そうした生徒にとって、博物館は情報の宝庫で

あり、さらに歴史に関心を高める場となり得る。この

問題は新たな問題点というよりも、以前から博物館が

担っていた展示的役割を持続・継続することを意味す

る。

　第四に、博物館の役割と職員の働き方を理解するこ

とである。新学習指導要領 (1) ウには、「歴史に関わ

る諸資料を整理・保存することの意味や意義に気付く

ようにする」ことや「専門家や関係諸機関などとの円

博物館見学会を活用した考古学と歴史教育の連携

多々良　穣

（東北学院榴ケ岡高等学校）
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滑な連携・協働を図り、社会との関わりを意識した指

導を工夫する」ことも追加された（文部科学省 ibid. 

75）。この追加事項は、実際に博物館等の施設を訪れ

て学芸員の働き方を生徒が考える機会とすること、教

員と学芸員が協働で博物館見学会という行事を企画・

運営する姿勢を見せることが大切である。いわゆる

キャリア教育としても、実際に博物館に足を運ぶこと

は重要だと言える。

　こうした点を念頭に置いて、筆者はこれまで博物館

見学会を実施してきた。2018 年度の博物館見学会で

は、見学会の前後に世界史の授業を組み込み、「古代

アンデス文明展」を活用して古代文明の普遍性と古

代アメリカの地域性を捉える学習を行った（多々良 

2019: 163）。2019 年度の博物館見学会では、日本史の

教科書内容や授業での歴史イメージのずれを修正する

ため、「蝦夷展」を活用して正確な史実を理解する学

習を行った。前者は博物館見学とタイアップした綿密

な授業計画を立てなければならず、後者は学芸員と協

働して効果的な問いを設定したワークシートを作成す

る必要があった。いずれの見学会も、博物館に高校生

が足を運んで生の考古資料を通して、「何をどのよう

に学ぶか」を追究した実践例である。また、どのよう

な博物館見学会を企画・運営すべきかを、博物館側と

教員側で詳細に検討した。その実践例を整理して成果

を検証し、いかに授業と考古学を連携した歴史教育が

重要であるかを考察し、今後の博学連携の在り方や課

題に言及するのが本論の目的である。

２．博物館見学会の経過

　筆者の勤務校では、2006 年から博物館見学会を実

施してきた。その経緯を振り返り、その目的の推移を

見ていこう（表１）。

（１）単純な見学

　博物館見学会を始めたきっかけは、2006 年に「大

アンコールワット展」が仙台市博物館で開かれたこと

だった。大学受験講習で筆者がアンコールワットを解

説していたこともあり、筆者が担任していたクラス 5

名の生徒に呼びかけて一緒に博物館を見学した。教科

書の記述や副読本に掲載されていた写真が、実際展示

されている考古資料で確認でき、より関心を持ち深く

学べるという利点があったからだ。さらに翌 2007 年

からは、クラスだけではなく学校全体に呼びかけて参

加者を増やした。翌 2008 年には、筆者と中南米研究

でつながりのあった坂井正人氏（現山形大学教授）が

研究するナスカの地上絵が、仙台市の斎藤報恩会自然

史博物館で特別展として開催されることになり、特別

行事として坂井氏直々に案内・解説していただいた。

専門家に解説してもらうことで、非常に正確な知識を

得ることができ、楽しみながら見学することの大切さ

を痛感した。

（２）事前解説の設置

　展示物に関する解説の必要性を感じたため、2009

年からは博物館見学会当日に「事前解説」を行うよう

になった。見学会の会場になることが多い仙台市博物

館では、特別展開催中に「教職員用ミュージアムセミ

表１　これまでの博物館見学会一覧
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回 年度 展覧会名 場所 参加人数 備考

1 2006 大アンコールワット 展 仙台市博物館 5
2 2007 吉村作治の早大エジプト発掘 40 年 展 仙台市博物館 16
3 2008 ナスカ地上絵の謎 展 斎藤報恩会自然史博物館 32 特別行事

4 2009 古代カルタゴとローマ 展 仙台市博物館 20 事前解説開始

5 トリノ・エジプト 展 宮城県美術館 26 保護者に拡大

6 2010 黄金の都シカン 展 仙台市博物館 23
7 2011 ポンペイ 展 仙台市博物館 中止 東日本大震災

8 2012 インカ帝国 展 仙台市博物館 80
9 2013 慶長遣欧使節 展 仙台市博物館 27

10 2015 キリスト教の源流と東方伝播 展 東北学院大学博物館 30 事前講演

11 2016 黄金のファラオと大ピラミッド 展 仙台市博物館 33
12 2017 世界遺産ラスコー 展 東北歴史博物館 20
13 2018 古代アンデス文明 展 仙台市博物館 86 他校合同

14 2019 蝦夷 展 東北歴史博物館 20 他校合同
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ナー」を実施している（２）。そのセミナーに参加する

際、教員は解説用のスライドを鑑賞して見どころを確

認し、実際の展示会場を下見して動線を押さえること

ができる。したがって、以後はこのセミナーに参加し、

博物館職員と見学会を開く前に打ち合わせするように

なった。同年に宮城県美術館で行われた「トリノ・エ

ジプト展」からは、筆者の勤務校の生徒だけでなく保

護者にも案内するようになり、複数教員による引率も

行うようになった。博物館見学会の「事前解説」は、

当初博物館職員（学芸員）に任せていたが、「教職員

用ミュージアムセミナー」の内容を参考に筆者が自ら

パワーポイントを作成し、筆者自身が解説することも

多くなった。特に 2010 年の「インカ帝国のルーツ 黄

金の都シカン展」や 2012 年の「インカ帝国展」は筆

者の専門分野である中南米考古学と関連があったた

め、参加者の関心をうまく高めることができた。

（３）日本史への拡大

　筆者の授業担当科目は世界史であるが、日本史を

テーマにした特別展を博物館見学会の対象にし、「事

前解説」を筆者以外の教員に依頼することで、個人で

はなく地歴科教員全体に博物館を利用する意識を持っ

てもらうよう試みるようになった。2013 年の「慶長

遣欧使節展」や 2015 年の「キリスト教の源流と東方

伝播」がそれに該当する。「慶長遣欧使節展」の「事

前解説」は見学会当日に実施したが、「キリスト教の

源流と東方伝播」は別日に学年集会を利用して講演

会を企画し、宮城県にある隠れキリシタンの遺跡と関

連付けて深みのある講話を行った。また、見学会会場

を勤務校の系列である東北学院大学博物館にしたこと

で、「事前解説」だけでなく「解説付き見学」を行う

ことができた。

（４）ワークシートの活用と授業連携

　見学の際に一緒について回らなくても、生徒自身が

考えながら見学できるようにするには、有効なワーク

シートを作成することが効果的である。ワークシート

の作成にあたり、事前に下見をして筆者が原案を作り、

博物館職員（学芸員）に修正してもらった後に筆者が

完成させるようにした。その方が、実際に高校で行っ

ている授業内容を盛り込めるからである。そして博物

館見学を勤務校だけに限定せず、他校の生徒と共有し

たのが2018年の「古代アンデス文明展」と2019年の「蝦

夷展」であった。学芸員や他校の教員と協働して合同

見学会を実施し、アンケート調査で博物館見学会を改

善していくことで、より深い学びを実現できたと考え

ている。

　またワークシートと通常授業を連携すれば、さらに

充実した見学が可能となるだろう。2018 年は世界史

B の「古代アメリカ文明」、2019 年は日本史 B の「平

安遷都と蝦夷との戦い」（３）の授業を博物館見学会よ

り前に終え、その授業をベースにして実際の考古資料

や文献史料を題材に学習することができた。この博学

連携については、次章で詳述する。

３．博物館見学会の実践例

　単なる博物館見学に終わらないように、通常授業と

博物館見学を一本の線とし、生徒にとって有効な学び

の機会を創出するため、「事前授業→博物館見学会→

事後授業→振り返り（提出課題）」というサイクルを

デザインし、通常授業と博物館見学会の連携を試みた。

また、見学会では「今日のテーマ」と「今日のゴール」

を設定し、それに基づいていくつかの効果的な問いを

考えた。「今日のテーマ」では見学会で考えるべき大

きな問いを投げかけ、「今日のゴール」では知識を活

用する力と、新たな発見や気づきを言語化する思考力・

表現力をつけるようにした。本論では、直近の 2018・

2019 年度の実践例を取りあげる。

（１）2018 年度博物館見学会「古代アンデス文明展」

第１段階：事前授業

　博物館見学の準備段階として２時間実施した。目的

は知識の獲得と興味の喚起である。ほとんどの生徒

は、古代アンデス文明について、インカ帝国やマチュ

ピチュなどしか知らなかった。「古代アンデス文明展」

を楽しみ、深く学ぶためには、教科書以上の予備知識

が必要である。まず１時間目は、教科書に沿って古代

アンデス文明も含めた古代アメリカ文明を扱った。中

央アメリカと南アメリカにあった文明を俯瞰し、他の

古代文明と古代アメリカ文明の共通点・相違点を考え

た。２時間目は南アメリカのアンデス文明にスポット

を当てた。カラル遺跡はなぜ歴史的に重要な遺跡なの

か、ナスカの地上絵はなぜ描かれたのか、インカ帝国

の謎は何か、といった発問によって、知識の一端を見

金沢大学考古学紀要 41　2020,　21-39.
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せながら、続きは博物館で学ぼうというメッセージを

送った。そして授業の最後に、「古代アンデス文明展」

に友人を誘う案内文を作成させた。これにより、生徒

たちは自分が何を学びたいのかを言語化できた。

第２段階：博物館見学会

今日のテーマ：アンデス共通のものと地域の特殊性（普

　遍性と多様性）を考える

今日のゴール：他の文明との共通点と相違点をあげる

　見学会を通じて学習したことを 80 ～ 100 字で述べ

　る

　2018 年 8 月 4 日に、仙台市博物館で開かれていた「古

代アンデス文明展」の見学会を行った。筆者の勤務校

だけでなく、仙台市内の４校との合同博物館見学会と

なった。当日のプログラムは、事前解説（60 分）、自

由観覧（40 ～ 230 分）、ワークシートおよびアンケー

ト提出（20 分程度）であった。

　事前解説の内容は、合同見学会の概要説明（5 分）、

特別展の概要と見どころの説明（40 分）、ワークシー

ト記入（15 分）であった。概要とワークシートの説

明は筆者が、特別展の概要と見どころは小田嶋なつみ

氏（仙台市博物館学芸員）が担当した。「事前解説」

を聴きながら学習できるように、開始時にワークシー

トを配付した（付録１）。カラル遺跡の歴史的意義や

ミイラの死生観など、筆者が学芸員の説明に若干補足

した。

　ワークシートでは、目標となる「今日のテーマ」を

掲げて、何を見学するのか意識を高めるようにした。

基本的な知識をつけるため、事前解説と実際の展示物

観覧で得た知識を空欄補充形式で確認させた。古代文

明に共通する歴史的特質や、異なった古代文明に見ら

れる相違点を意識させ、文明の普遍性と多様性を考察

しやすいような問いを設定した。二つの「今日のゴー

ル」のうち「他の文明との共通点と相違点」は、異な

る文明でも環境が似ていれば、相互の文化交流がなく

ても似たような要素が出てくることに気づくようにし

たものである。もう一つのゴール「見学会を通じて学

習したこと」は、見学会で得た知識や思考を整理し、

表現力がつくように考えた問いである。これらの問い

を通じて、自分の考えたことを言語化して表現するこ

とで、古代文明の歴史的特質を深く理解させるよう工

夫した。なお注意事項として、「撮影だけに気を取ら

れることがないように、展示品がどのような社会や生

活の中でどんな思いで製作・使用したのかを考察する」

ことも付け加えた。

第３段階：事後授業

　博物館見学会が夏期休業中に行われたため、その内

容を復習する時間も含め、３時間の事後授業を行った。

その目的は、獲得した知識の確認と文明の普遍性・多

様性の理解を深めること、そして紙芝居プレゼンテー

ション法（以下 KP 法）（４）の発表およびその相互評

価を行うことである（多々良 2016）。１時間目の授業

では、筆者がパワーポイントで「古代アンデス文明展」

カタログから精選した写真を紹介し、簡単に特別展の

復習をした。その後グループに分かれ、各自発表テー

マを選び、調べ学習を行った。２時間目は調べ作業を

進めながら KP 法発表の準備を行ったが、主体的で対

話的な協働学習が必要となった。そして３時間目は、

全グループが KP 法発表を行い、全員がその評価を相

互で行った。

第４段階：振り返り

　３時間目の授業の最後に、博物館見学を含めた一連

の授業のメタ認知を行うため、簡単なワークシートを

配付した。それ以上授業時間を確保できなかったため、

後日提出されたゴールシートの主な例をピックアップ

して生徒に配付し、再度「文明の普遍性と多様性とは

何か」を簡単なレポートで提出させ、振り返りとし

た。通常の座学に比べ、テーマの共有や生徒自身のイ

ンプット・アウトプットがしっかり行われ、古代アン

デス文明を深く学ぶことができた。

写真１　「古代アンデス文明展」見学会の事前解説の

　　　　様子
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（２）2019 年度博物館見学会「蝦夷展」

　筆者は日本史の授業を担当していないため、授業と

リンクした博物館見学会を実施できなかった。よって、

事前に教科書の「蝦夷」の記述内容を確認し、生徒た

ちから授業内容の情報を得たうえで、学芸員と協働

でワークシートを作成した。2019 年度の博物館見学

会では、「古代蝦夷と律令国家の交流について考える」

という大きなテーマを掲げ、「博物館見学会→振り返

り（情報の共有）」というサイクルで実施した。

第１段階：事前準備

　東北歴史博物館では、特別展前に教員対象のセミ

ナー等が行われないため、事前にワークシート作成と

事前解説の流れ、アンケートやワークシートの回収場

所などを、博物館職員と打ち合わせした。展示品や展

示方法、映像資料をチェックし、どのような動線なの

かも実際に確認し、当日の見学会に備えた。なお、当

日の事前解説用のパワーポイントは筆者自身が作成せ

ず、すべて蝦夷史の専門家でもある相澤秀太郎氏（東

北歴史博物館学芸員）に依頼した。

　ワークシートの作成は筆者が原案を作り、佐藤和道

氏（東北歴史博物館学芸員）が修正を加える形で行っ

た（付録２）。単に参加者が博物館に足を運び関心を

持つだけではなく、歴史を「どのように学ぶのか」の

視点から理解を進めるワークシートが必要だからであ

る。昨年度は古代アメリカが筆者の専門分野だったた

め一人で作成したが、今年度は複数の視点から時間を

かけて作成したため、内容がより充実したものとなっ

た。

第２段階：博物館見学会

今日のテーマ：古代蝦夷と律令国家の交流について考

　える

今日のゴール：蝦夷と律令国家との関係、生活と文化、

軋轢、末裔による東北支配を考える。上の四つをも

とに、見学会での新たな発見や気づきを 80 ～ 100

字で述べる

　2019 年 11 月 3 日に、東北歴史博物館で「蝦夷展」

の見学会を実施した。博物館の開館後にすぐ研修室に

移動し、ワークシートとアンケート用紙を配付した。

オープニングは筆者が務めたが、実質的に蝦夷研究者

でもある相澤秀太郎氏（東北歴史博物館学芸員）によ

る解説が中心であった。事前解説では、始めに筆者が

見学会の目的が「蝦夷を主体的・対話的に学ぶ」こと

であることを伝え、ペアワークにより蝦夷のイメージ

や律令国家の誕生時期を問い、参加者同士の対話を促

進させた。教科書や授業でつくられた蝦夷のイメージ

が、実際の歴史像と異なることを発見させるためであ

る。今日のテーマが「古代蝦夷と律令国家の交流につ

いて考える」ことであることを明確にし、相澤氏が特

別展の概要と見どころを解説した。学ぶポイントが、

律令国家と蝦夷の関係、蝦夷の生活と文化、蝦夷と律

令国家の軋轢、そして蝦夷の末裔による東北支配であ

ることを確認しながら、展示されている考古資料や文

献史料の説明を行った。また、ワークシートの最後に

「四つの POINT をもとに、新たな発見や気づきを 80

～ 100 字でまとめなさい」という課題をつけた。

第３段階：振り返り

　本来なら、2018 年度と同様に事後授業を行うべき

ところだが、筆者は日本史の授業を担当しておらず、

通常授業の枠組の中で「蝦夷展」を復習する機会がな

かった。したがって博物館見学会後、参加者に解答例

と一緒にワークシートを返却するとともに、各参加者

から出されたいくつかの回答例を印刷し、配付するこ

とで情報の共有を図った。返却時期が定期考査に迫っ

ており、その後も参加者の多くが校外研修（修学旅行）

に出かけるタイミングだったことから、一堂に会して

十分な振り返りをすることができなかった。

４．授業の実践例

　次に、博物館見学会と連携するための授業実践例を写真２　「蝦夷展」見学会の事前解説の様子
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見ていこう。筆者は日本史の授業を担当していないた

め、世界史の授業（古代アンデス文明）のみの報告に

なることを断っておく。

（１）事前授業（２時間）

　博物館見学会の事前授業として、１時間目に古代ア

メリカ文明全体を、２時間目に古代アンデス文明を解

説し、古代アンデス文明展も紹介した。筆者の通常授

業では、教員が「足場かけ」をして生徒が内容を把握

できるようにごく簡単に説明し、生徒の思考を働かせ

るような問いを投げかけた後、「今日のゴール」で「足

場外し」をするスタイルをとっている。今回の事前授

業も同様のデザインで行ったが、その目的・目標・問

い・意図や「今日のテーマ」・「今日のゴール」は以下

の通りである。

①１時間目の授業「古代アメリカ文明」

　授業目的　

　・古代アメリカ文明に関心を持ち、中米・南米の文

　　化的概要を理解する

　達成目標　

　・アメリカ先住民から現代につながっているものを

　　説明できる

　・中央アメリカと南アメリカを区別できる

　・古代アメリカ文明の他の文明との相違点を理解す

　　る

　テーマ　　

　・古代アメリカ文明の特色は何か？

　問　い　　

　・アメリカ大陸での原産品は何か？

　意図：身近な食べ物がアメリカ大陸産であることを

　　　　発見

　・古代アメリカのイメージは？

　意図：最初のイメージが授業後にどう変化するかを

　　　　知る

　・メキシコ国旗に描かれているものは？

　意図：歴史と現代との結びつきを実感する

　・マヤ文明とインカ帝国の文化的特徴は何か？

　意図：ゴールにつなげる「足場外し」

　ゴール　　

　・他の文明との大きな違いは何か？

　→　ゴールシート（80 ～ 100 字の作文）の提出

②２時間目の授業「古代アンデス文明」（５）

　授業目的　

　・古代アンデス文明に関心を持ち、生徒自身が博物

　　館に足を運びたいと感じる

　達成目標　

　・農耕が発達する以前に神殿が建設された意味を説

　　明できる

　・インカ帝国の特徴を理解できる

　・インカ帝国で解明されていないことを考察できる

　・古代アンデス文明の魅力を友人に伝える

　テーマ　　

　・古代アンデス文明の特色は何か？

　問　い　　

　・カラル文化の歴史的意義は何か？

　意図：「漁労→農業→階級分化→神殿」がどこでも

　　　　当てはまるのか検証する

　・ナスカの地上絵はなぜ描かれたのか？

　意図：科学的なものの見方を知る

　・インカ帝国の不思議なことや疑問点は何か？

　意図：博物館見学へのいざない

　ゴール　　

　・古代アンデス文明展に誘ってみよう！

　→　ゴールシート（80 ～ 100 字の作文）の提出

　なお、夏期休業中に、学校で実施する博物館見学会

に参加するか、個人で「古代アンデス文明展」を見学

するかを、生徒が選択する形にした。

（２）事後授業（３時間）

　博物館見学を終えた後、３時間にわたって「文明の

普遍性と多様性」と題した授業を実施した。事後授業

の概要は以下のとおりである。

　授業目的　

　・古代アンデス文明展の魅力と他文明との相違点を

　　発表する

　達成目標　

　・古代アンデス文明展の魅力と他文明との相違点を

　　説明できる

　・古代アンデス文明展の重要な点を再発見できる

　・他者の発表を客観的に評価することができる

　・古代アンデス文明の魅力を友人に伝えることがで
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　　きる

　テーマ　　

　・古代アンデス文明と他文明との共通点と相違点は

　　何か？

　ゴール　　

　・文明の普遍性と多様性とは何か？

　→　ゴールシート（80 ～ 100 字の作文）の提出

①１時間目の授業：古代アンデス文明展の復習、発表

　　　　　　　　　テーマの選定、資料読み込み

　パワーポイントで教員が「古代アンデス文明展の合

同見学会」の報告と主な展示品をあらためて紹介し、

夏期休業中に見学したことを思い出すようにした。そ

して KP 法による発表をグループごとに行う準備に

入った。筆者が設定した発表テーマを以下の (1)～ (10)

のうちから一つずつ選び、生徒が特別展『古代アンデ

ス文明展』カタログの関連ページを読み込んで内容を

整理した。

第１章　アンデスの神殿と宗教の始まり：

　　　　(1) カラル文化・コトシュ遺跡

第２章　複雑な社会の始まり：(2) チャビン文化

第３章　さまざまな地方文化の始まり：

　　　　(3) モチェ文化、(4) ナスカ文化

第４章　地域を超えた政治システムの始まり：

　　　　(5) ティワナク文化、(6) ワリ文化、

　　　　(7) シカン文化

第５章　最後の帝国：(8) チムー王国、(9) インカ帝国

第６章　身体から見たアンデス文明：

　　　　(10) 頭蓋骨・ミイラ

②２時間目の授業：KP シートの作成、リハーサル

　グループごとに、KP シートの作成と発表リハーサ

ルを行った。作業が遅れ気味のグループは、放課後や

自宅での時間を利用して発表する計画を立て直した。

KP シートができあがったグループは、グループ内で

発表リハーサルを行い、不足分や修正箇所を見つけ、

プレゼン力を磨くようにした。

③３時間目の授業：KP 法発表、相互評価、「今日のゴー

　　　　　　　　  ル」提出

　１グループ２分で各自のテーマについて KP 法によ

る発表をし（写真３）、全員で KP シートと発表の評

価をルーブリックに基づいて行った。評価用紙はすべ

て発表グループに提出され、振り返りを行った。最後

に、以下のような質問について答える「ゴールシート」

を提出した。

〇文明の普遍性と多様性は何か？

　（80 ～ 100 字でまとめる）

写真３　生徒による KP 法の発表例

表２　事前解説は観覧の役に立ったか

表３　古代アンデス文明展の事前解説に対する意見

役立った まずまず あまり 役立たず

アンデス展 46 13 0 0
蝦夷展 10 5 0 0

　・アンデス以外のどの文明にも見られるもの

　・アンデス特有のもの

〇一連の授業（事前授業～事後授業）で学んだことは

　何か？（80 ～ 100 字でまとめる）

５．博物館見学会と授業の検証

（１）事前解説の評価

　まず、博物館見学会当日に行われた事前解説につい

て見ていこう。2018 年の「古代アンデス文明展」に

ついて、アンケート（付録３）の結果、事前解説が観

覧の「役に立った」あるいは「まずまず役に立った」

と全員が好意的に回答している（表２）。一方 2019 年

の「蝦夷展」についても、アンケートの結果、やはり

すべての参加者が「役に立った」あるいは「まずまず

事前解説

良い点 回答数 悪い点 回答数
図や写真が見られた 7 長かった 3
わかりやすかった 6 量が多かった 2
解説後に深く学べた 6 スクリーンが見にく

かった

2

興味深かった 5 詳しく知りたかった 2
明るく活気があった 4
見どころがわかった 3
特色が理解できた 3
基礎知識が得られた 2
要点がまとまっていた 2
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役に立った」と回答している。この結果は従来の見学

会とほぼ同じ傾向であり、引き続き事前解説を行って

いくことが有意義な観覧につながる見通しが立った。

　さらに、事前解説の良い点・悪い点について自由記

述方式で意見を寄せてもらい、以下のような結果を得

た（表３・表４）。紙面の関係上、古代アンデス文明

展については同じ回答が複数あったもののみ提示す

る。　

　双方ともに、事前解説がわかりやすく観覧の理解が

進んだことがうかがえる。展覧会の見どころを知って

ほしいというこちらの目的も、ある程度達成できたよ

うである。古代アンデス文明展では、解説を担当した

小田嶋氏が高校生向けに歯切れの良い解説をしたた

め、明るく活気があったという印象が残ったと考え

られる。解説が長すぎたという意見もあったが、この

意見を寄せた生徒たちは見学時間も最短であった。ほ

ぼ同数の意見としてもっと詳しい解説を求める声もあ

り、特に気にしなくてもよいであろう。全体として前

向きな意見が多く、引き続きわかりやすく、興味深く

見学できるような事前解説を行っていきたい。

（２）博物館見学会の評価

　「古代アンデス文明展」の事前解説で学芸員および

私がミイラの写真を取りあげたとき、生徒たちの表情

が明らかに変わり、関心の高さがうかがえた。このこ

とは、アンケート結果からもうかがい知ることができ

る。アンケートの「印象に強く残ったものは何ですか」

に対し、高校生 59 人中、約 3 分の 2 にあたる 40 名が

「ミイラ」と回答した。その他、教科書にも出てくるキー

プや、図柄や色彩・形状が特徴的な土器、ナスカの地

上絵、ネックレスなどの金製品が上位を占めた（表５）。

しかし注目したいのは、展示品そのものでなく背景や

現代につながるモノをあげた生徒もいたことである。

コカの葉が高山病に有効だったことや、複雑な社会構

成、インカの統治方法、インカの戦闘方法などがそれ

に該当する。そして、ミイラがエジプトにおける「再

生」ではなく「共存」だったことをあげた生徒もいた。

事前解説

良い点 回答数 悪い点 回答数

わかりやすかった 6 長かった 2
詳細な説明だった 2 詳しく知りたかった 1
見どころがわかった 2
多くの資料を紹介

していた

1

蝦夷の暮らしぶり

がわかった

1

表４　蝦夷展の事前解説に対する意見

表５　印象に残ったもの
（左は古代アンデス文明展、右は蝦夷展）

印象の強かったもの 人数

ミイラ 42
キープ 10
土器 10
地上絵 7
金製品 5
頭蓋骨 3
リャマ像 2
織物 2
コカ茶 2

これは、先述した「人々がどんな思いを持って作った

のか、あるいは存在したのかを考えてほしい」という

非常に重要な視点で見学したことを示唆している。単

なる展示品の感想にとどまらず、歴史を考える姿勢と

して高く評価したい。

　一方「蝦夷展」は、視覚的に印象に残りやすいもの

が少なかったため、展示品については大刀（方頭大刀

２、金装獅噛三累環頭大刀柄頭１）、土器、そして日

本書記の記述しか複数の回答がなかった。展覧会自体

の内容もやや難しかったように感じられたが、日本書

紀に記録されている蝦夷の風貌や律令国家の蝦夷対策

に関する記述に関心がある生徒がいたことは、この見

学会の目的に沿うものだった。

　次に、ワークシートの記述内容から、参加者が何を

感じ考えたかがわかる。まず古代アンデス文明展につ

いて、ワークシートの問いは「カラル文化の発見はど

んな歴史的な見方が必要なことを意味していると思う

か」と、「ワリ文化からインカ帝国に引き継がれた文

化要素は何か」であった（付録１）。これらの問いは

正解が一つでなく、個人の感じ方や考え方を引き出す

ような思考力を問うものである。今回の特別展では、

カラル遺跡の扱いが小さかったが、事前授業や事前解

説でカラル遺跡の特異性、すなわちこれまでの常識を
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大刀（方頭大刀２） 4
日本書紀の記述 2
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くつがえす歴史観があることを知った生徒たちからす

れば、「もっと詳しく展示解説してほしい」という要

望を持つことになった。この視点は、批判的な思考を

育てる意味において、大きな成果と考えられる。「今

回のゴール」の最初の問い「他の文明との共通点と相

違点」への回答は、「神やネコ科などの動物が崇拝対

象であること」や「ミイラや死者への信仰などが文明

共通である」が上位に来ている（表６）。一方、ミイ

ラの死生観はエジプトのものと比べて異なり、ミイラ

が生きている人間と「共存」していることを新たに発

見した生徒が多かった。今回のテーマ「アンデス共通

のものと地域の特殊性」とゴールの一つである「他の

文明との共通点と相違点」を意識して書いたものが多

く見られ、この見学会で学んでほしいことを生徒もよ

く理解していた。

　一方、蝦夷展について、ワークシートに示した「今

日のゴール」は、四つの POINT を意識させて何を見

学会で学び気付いたのかを振り返ってもらった（付録

２）。ゴールを書く課題を通して、見学会で得た知識

や思考を整理し、表現力がつくように考えた問いであ

る。「日本史の授業では蝦夷が一方的に攻めた印象が

あったが、城柵の設置によって蝦夷がそれに抵抗した

結果が反乱につながった」や「蝦夷は森に住み肉を食

べ、毛皮を着ているものだと思っていたが律令国家の

人々と同じように五穀を食べ、布を着て竪穴住居に住

んでいた」という回答は、授業だけでは学ぶことがで

きない新たな発見となったことを示唆している。これ

までの知識やイメージは、「森に住み肉を食べ、毛皮

を着ている人々」、「東北地方で政治が行き届いておら

ず遅れている人々」、「大軍によって制圧された野蛮な

人々」というものだったが、「その視点や知識が誤っ

ていたことを認識した」という気付きが見学会を通じ

て得た大きな収穫だったと言えよう。

（３）事後授業の検証

　「古代アンデス文明展」の事後授業で生徒が提出し

た「ゴールシート」のコメントから、生徒が学んだも

のや成果を知ることができる。

　「文明の普遍性」の答えには、神殿などの大型建造

物、神聖なる統治者、宗教儀礼、安定した食料供給な

どが多かったが、情報伝達手段や生活の核となる信仰

といった深く考えた答えも散見された。「文明の多様

性」の答えには、大河流域でない場所、高地での文化、

先土器時代の神殿、文字がないこと、共存者としての

ミイラなどが多くあがった。特にミイラについては、

博物館見学会のアンケートでも見られた「家族として

ミイラと共存する愛情」が相当数認められた。このこ

とは豊かな感受性や想像力が生徒にあることを示して

おり、深い学びの場であったと言えるだろう。

　また、「一連の授業で学んだこと」として、大河（平

野）のある環境や文字、土器が必ずしも文明の成立条

件ではないこと、神聖なる王権が文明成立に大きな役

割を果たしていたこと、高度な建築技術、洗練された

黄金製品の加工技術などがあげられた。これらはある

程度想定された回答だったが、「博物館を活用した授

業が知的好奇心を刺激し、さらに深く調べたいと思っ

た」、「他の文明と比較するためにもっと追究する時間

が必要だった」、「博物館見学会と関連した授業は奥が

深かった」などといった、生徒の学ぶ姿勢に関する回

答も見られた。特に「テーマについて協力して調べ、

異なる考えや見方を尊重して整理した協働性」、「一人

一人の努力を実りある発表に結び付け、協力すること

の大切さを知った」といったコメントは、今後の生徒

表６　他の文明との共通点と相違点

（古代アンデス文明展）

共通点 人数

神を信仰 9
ネコ科動物の崇拝 7
土器の製作 7
ミイラ 5
死者・先祖を尊ぶ 5
神殿の建設 4
物々交換 3
宗教的な要素 3
王の道 3
独自の方法による

記録

3

言葉 2
動物をモチーフに

した土器

2

動物が崇拝対象 2
制度や文化を継承 2
神に生贄を捧げる 2
主食となる作物 2
自然界のものが信

仰対象

2

それぞれ特徴的な

文化

2
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相違点 人数

文字がない 26
ミイラから見た死

生観

20

鉄がない 9
大河流域でない 4
神殿が先に建設 2
それぞれで文化が

大きく異なる

2

黄金製品 2
ネコ科の動物を神

格化

2

高地に定住 2
情報伝達の方法 2
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の成長を予感させる。

　古代アンデス文明は独自の精神文化が発達したた

め、「身体から見たアンデス文明」に関心を持った生

徒が多かった。新学習指導要領解説には「宗教を取り

上げる場合には、多様な神々の存在や神々と人々との

関係を示す資料、信仰の在り方を定めた資料などを提

示し、宗教などに見られる信仰に照らして諸地域の歴

史的特質を読み解く観点に関わる問いかけを行うなど

して、生徒が歴史的な見方・考え方を働かせて資料を

読み解くことができるように指導を工夫する」とある

（文部科学省 2018b: 288）。こうした観点から問いを設

定することで、より深い学びが得られたと考えられる。

６．博学連携による生徒の学び

　第１章で提示した四つの問題点について、筆者なり

の考えを示したい。

（１）歴史学習によって高校生がつけた考える力

　「古代アンデス文明展」見学会で回収したワークシー

ト（付録１）にあった二つ目のゴール「見学会を通じ

て学習したこと」への回答に注目したい。回答は多岐

にわたったが、大きく分けると「ミイラとの共存」が

多かった。「ミイラにしてからも散歩するなど愛を感

じた」、「当時の人々の信仰に家族への愛が感じられ

た」「当時の人々の生への執着心が強かった」などは、

アンデス文明における家族愛が意外な一面だったよう

だ。実際、見学会後にそうした生徒の声を複数聴くこ

とができた。また、今回のテーマでもある文明の普遍

性として「文明の根底にあるものは先祖に対する尊敬

の念」「武力で他民族を支配する行為」などがあげられ、

アンデスの特殊性としては「二元論的世界観や頭部に

力が宿っているという考え方」「ミイラの死生観がエ

ジプトとアンデスでは違うこと」などがあげられてい

た。「コミュニティがとても温かいからこそ死人を死

人と思わなかったし、文字がなくても社会が機能して

いたのだと思う」という回答は、正解かどうかはとも

かく、教師側が学んでほしい以上のコメントである。

また、「他の人類は武器を発達させて他を排除するが、

アンデスでは鉄がなかったため武器が発展せず、文化

の共存へと力を注いでいた」という意見は、必ずしも

正確ではないものの、自由な発想に基づいて文明の在

り方を思考・表現するという意味で、非常に重要な視

点を生み出したものだと評価できよう。なお、事後学

習後に生徒が提出した「文明の普遍性と多様性とは何

か」のレポートからは、普遍性については「自分たち

の文明に誇りを持ち、祖先を敬う姿勢があること」や

「過去のことでも現代の世界に生き続けている」、「芸

術性に優れている」という回答が、多様性については

「古代アンデスには文字がない反面、鉄器を使わずに

精緻な石造建築が発展していた」や「来世を信じると

同時に、現世と来世が連続してつながり同じ世界であ

るという観念があった」という回答があった。固定概

念に捉われない歴史的特質を読み取る力が、生徒に育

まれていると感じた。

　一方、「蝦夷展」見学会で回収したワークシート（付

録２）の回答を見ると、ワークシートの「今日のゴー

ル」で示した「交流」を意識し、掲げたポイントに即

して高校生が考察している様子がうかがえる。第２章

の POINT について、律令国家と蝦夷の生活が違うこ

とは容易に想像できるが、「東の野蛮人と言われてき

た蝦夷が、実は律令国家と何ら変わらない暮らしをし

ていたことを知った」や「律令国家と蝦夷は交易し、

それぞれの生活水準は同等であった」というようにあ

まり相違がないように感じたという意見や、「逆に製

鉄技術などは都よりも優れており、それが原因で戦い

も激しさを増していったと考えた」、「蝦夷自体は都の

文化を取り入れつつ、独自で大陸とも交易しており、

特に衣食住について非常に進んでいた」というように

むしろ蝦夷の生活レベルの高さを評価する意見もあっ

た。また、「同じ住居跡でも、かまどの位置が屋内に

あるものと屋外にあるものがあった。時代や地域に

よって、同じ蝦夷の住居でも違いがあったことに驚い

た」など、蝦夷同士でも違いがあることに気づいた回

答があった。このことは、写真のパネルがあっただけ

で展示が目立たなかったものであり、非常に細かく集

中して見学していた証拠である。なお「律令国家側の

一方的な圧力に苦しむだけでなく、私たちの祖先であ

る蝦夷が工夫して生活していたことに嬉しく思った」

という感想は、主体的に学ぶことから得られる自由な

思考力や表現力であり、彼らの学ぶ姿勢に手ごたえを

感じた。
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（２）暗記学習からの脱却

　教科書に載っていない「なぜ」という情報を、高校

生がどのように考えたのかをワークシートの記述から

見てみよう。まず「古代アンデス文明展」見学会に関

することとして、教科書には「縄の結び方で情報を伝

えるキープ（結縄）によって記録を残した」（山川出

版社 2016a: 76）や「数量などを記録するのにキープ

（結縄）が用いられた」（『世界史Ｂ』（東京書籍 2017a: 

116）とある。古代アンデス文明展ではキープが二つ

展示されており、生徒の印象に強く残ったことがわ

かっている（表４）。そのため、なぜキープが残され

たのかという疑問を持った生徒が複数おり、そのこと

を二つ目のゴール「見学会を通じて学習したこと」に

書いている（付録１）。「キープが残されたのは、貯蔵

した品目や量を記録するためだったと考えられる」や

「国家に支払う税の数量の記録に使われたかもしれな

い」といった回答は、自分なりに理由を考えている例

である。また、教科書のアンデス文明の箇所には、ほ

ぼミイラの記述が見られないため、生徒にとってミイ

ラはエジプトのものであるイメージが強い。古代エジ

プトの箇所には「魂の不滅を信じたエジプト人は、死

者をミイラとして保存し」（東京書籍 2017b: 21）、「エ

ジプト人は霊魂の不滅と死後の世界を信じてミイラを

つくり」（山川出版社 2016a: 21）などといった教科書

の記述が見られる。展示解説には、エジプト人は死者

の「復活」や「再生」を信じてミイラを作ったが、ア

ンデスのミイラはエジプトのものとは異なり、生きて

いる人間と「共存」していると書かれていた。そこから、

アンデスが死者であるミイラと「共存」した理由を、「来

世よりも現世を重視し、祖先や家族を大事にする価値

観があったため」だと考えた生徒も多かった。以上の

生徒の回答例は、教科書の記述を超えた思考力が彼ら

の中で育まれていることを示唆している。

　一方「蝦夷展」見学会に関することとして、教科書

には「８世紀になると、蝦夷に対する軍事的な制圧政

策も進められた。日本海側には 712( 和銅５) 年に出羽

国がおかれ、ついで秋田城が築かれ、太平洋側にも７

世紀後期の城柵に続けて陸奥国府となる多賀城が築か

れて、それぞれ出羽・陸奥の政治や蝦夷対策の拠点と

なった」や「桓武天皇の 789( 延喜 8) 年には紀古佐美

を征東大使として大軍を進め、北上川中流の胆沢地方

の蝦夷を制圧しようとした」（山川出版社 2016b: 49, 

61）など、律令国家側が蝦夷側に圧力をかけた様子が

書かれている。だが、その理由については明確に記さ

れていない。「今日のテーマ」として、ワークシート

には「古代蝦夷と律令国家の交流について考える」と

書かれており、特に第３章の POINT である「蝦夷と

律令国家の関係性とは…」の問いは、生徒が「なぜ」

を考えるように誘導する工夫がなされている（付録

２）。この答えとして「律令国家が蝦夷から交易する

中で、一方的に交易品を搾取していくようになった」

や「律令国家が蝦夷に朝貢を求め、ヒグマやアザラシ

の毛皮や昆布などの海産物を蝦夷が貢ぐことに限界が

あったのではないか」と書かれている。また「今日の

ゴール」での新たな気づきとして、「城柵を築いて蝦

夷の居住地を北方に追いやったことが、蝦夷が蜂起し

た三十八年戦争に結び付いた」と書かれており、律令

国家の交易品や領土の支配が蝦夷との抗争となった理

由だと考えたようである。ある史実がおこった原因を

考える学びの姿勢は、教科書を中心とした通常授業で

は引き出すことが難しく、博物館見学によって思考力

が培われるという好例だろう。「なぜ」という問いを

自分で作り出し、それに対する自分なりの解答を考え

る姿勢が身に付けることが重要である。

（３）博物館見学会を通して得られた詳細な知識

　古代アンデス文明展において見られた生徒の関心事

は、ネコ科の動物のモチーフであったことがうかがえ

る（表６）。ジャガーが建造物に装飾された例として、

チャビン・デ・ワンタルの神殿の壁面にテノンヘッド

が展示された。これは神殿で儀式に参加した人間が

幻覚剤を摂取し、自身がジャガーなどのネコ科動物に

変容する感覚を体験したとする説がある（TBS 2017: 

52）。ネコ科動物を神格化していた理由は、「自然界に

生息する動物の中でも人間に恐怖を与える動物を畏れ

の対象としていた」と考えた生徒もおり、教科書の記

述内容を超え、詳細な情報を得るのと同時に歴史的事

象を考察する学びの機会となったと言えよう。ネコ科

動物のモチーフは、チャビン文化だけではなく、クン

トゥル・ワシ遺跡やモチェ文化、ティワナク文化の展

示品でも確認できた。表５の「印象の強かったもの」

のうち、土器や金製品にはネコ科動物のモチーフに

言及した回答も多く、モチェ文化の儀式用ケープ（写

真 4 TBS 2017: 73）やティワナク文化のネコ科動物を
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かたどった香炉（写真 5 ibid. 121）などが多くの生徒

に注目されていた。「教科書には載っていないけれど、

アンデス文明にはネコ科動物の存在は欠かせない」と

いう意見も、見学中に多く聞かれた。参加者にとって、

ネコ科動物が神格化されていたという事実は、新たな

発見であったことは、ワークシートの二つ目のゴール

「見学会を通じて学習したこと」にも複数書かれてい

た。

　一方、蝦夷展において見られた生徒の関心は、蝦夷

の墳墓から出土した大刀に向けられていたことがわか

る（表５）。展示されていた大刀は、蝦夷独自のもの

ではなく律令国家との交易でもたらされたものであ

る。また、金装獅噛三累環頭大刀柄頭は朝鮮半島製と

考えられており、朝鮮との交流があったことを示すも

のである（写真 6 東北歴史博物館 2019: 42）。これら

の展示品から、蝦夷が律令国家や朝鮮半島と交流して

いたことを学んだことがわかる。蝦夷が他地域と交流

していたことは教科書には書かれておらず、展示物や

解説の詳細な情報が有益だったことを示している。

（４）博物館の役割と職員の働き方

　「古代アンデス文明展」見学会で提出されたワーク

シートの「今日のゴール」には、「事前解説で興味を

持ち、実際の展示を見てロマンや歴史を感じ、教室で

は学べないことを自分で考えることができた」や「授

業での知識だけでなく、展示を通して考えることがで

きた」と書かれた例があった。通常、見学会で学習し

たことは何かと問われれば、具体的な展示資料やそこ

から考えたことを書くことが想定される。しかし、見

学会の意義について考えたこのコメントは、博物館の

役割を的確に捉えている。また、「展示するために学

芸員が苦労している」や「理解しやすいように展示解

説が考えられていた」といった回答は、新学習指導要

領に記載されている「歴史に関わる諸資料を整理・保

存することの意味や意義に気付く」ことができた実例

と言えるだろう（文部科学省 2018a: 75）。

７．今後の課題と展望

　今後の博物館見学会に向けて、課題をいくつかあげ

ておきたい。まず、できるだけ早く博物館見学会の対

象となる特別展を決定し、授業の進度計画を立てる必

要がある。本論で扱った「古代アンデス文明展」と「蝦

夷展」は、「世界史 B」もしくは「日本史 B」の教科

書の前半に出てくる古代史であり、いずれも見学会前

に授業が終了する範囲だった。もし教科書の後半に出

てくる範囲の歴史事項を対象にする場合も、年度計画

をあらかじめ立てておけば、博物館見学会と連携した

事前・事後授業を組むことも可能だろう。

　「蝦夷展」のような日本史のジャンルについても、

筆者が担当するかしないかに関わらず博物館見学会と

連携した事前授業が可能だろう。博物館見学会の対象

が決まり次第、日本史教員と打ち合わせをすればよい。

「事前授業→博物館見学会→事後授業→振り返り（提

出課題）」のサイクルは、生徒からも一定の評価を得

ており、固定化することが望ましい。また、事後授業

後の振り返りについては、生徒の意見や考え方をプリ

ントにまとめて配付するだけでなく、広く共有して議

論の場にできればさらに効果的な歴史学習になるだろ

写真 4：モチェ文化の儀式用ケープ 写真 6：金装獅噛三累環頭大刀柄頭写真 5：ティワナク文化の香炉
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う。

　ワークシートのさらなる改良も必要である。見学会

の前に博物館で展示物を実際見学することにより、考

古資料がどのように史実解明に寄与しているのかを知

ることができる。そのことを生徒に気付かせるような

ワークシートを作成することを目指したい。歴史的な

出来事がおこった理由を考えることは物事を考えるう

えで重要な視点だが、今回のワークシートでは「なぜ」

の部分を十分考えさせることができなかった。よって、

理由を生徒に考えさせる「足場作り」となるワークシー

トが求められよう。

　新学習指導要領にある「文明の形成に関わる諸事象

の背景や原因、結果や影響、事象相互の関連などに着

目し、諸地域の歴史的特質を読み解く観点について考

察し、問いを表現すること」（文部科学省 2018a: 70）

は、まさに本論で取りあげた博物館見学会の大きな目

的となる。古代アンデス文明の特質を読み解くために、

具体的な展示物を通して彼らの信仰の在り方や性格を

構造的に捉えることが大切である。また、律令国家と

蝦夷のそれぞれの特質を考え、相互の立場や歴史的出

来事がおこった背景や原因を考察することが重要であ

る。そのためには、生の考古資料を通して思考力を高

められる博物館の活用は非常に有効である。

　この２年間は、博物館の学芸員と筆者の協働作業で

ワークシートを完成させることができた。どのような

歴史事項を扱うにせよ、「地域や時代の特殊性」のみ

の理解にとどまることのないように、対象地域とそう

でない地域を比較したり、相互の交流について考えた

りするよう工夫すべきであろう。史実としてだけでは

なく、同じ人間の営みとして「なぜ」そうなったのか

を実際の資料を手掛かりに考える必要がある。生きた

人間の行為がなぜ、どういう経緯でおこったのかを考

えずして、真の歴史学習は生まれないからである。

おわりに

　以上本論で見てきたように、博物館見学会と結び付

けた通常授業は、高校生の歴史教育にとって重要であ

る。博物館と連携した綿密な授業計画を立て、より深

い史実とその原因や背景を「問い」を通じて生徒に気

づかせること、そして教科書や通常授業だけでは知る

ことができない詳細な情報を生で見学できることが博

物館見学会の意義であろう。博物館の資料を活用した

授業を行って生徒が変容したこととして、宮崎氏は、

①授業への興味関心、②鑑賞態度の涵養、③生徒によ

る考えの表明、の三点をあげている。情報をどのよう

に言語化していくかに慣れることや、資料から発見し

た情報をもとに自分の意見を述べることの重要性を指

摘しており（宮崎 2019: 307）、筆者の見解と重なると

ころが多い。

　博物館に高校生が足を運び、学芸員と協働して「何

をどのように学ぶか」を考える姿勢を見て一種のキャ

リア教育となることも、博物館見学会の役割の一つで

ある。博物館で展示された考古資料と教科書をセット

にし、①教科書に記述されていることの根拠、②教科

書に記述されていない情報、③「問い」になる材料、

の三点を明確にして、生徒に学ぶ場を提供することが

教員の役割であり、目指すべき「考古学と歴史教育の

連携」ということになるだろう。

　次年度の博物館見学会の対象とする特別展は、情報

を早期収集することで早めに決定できる。そしてその

情報が、歴史授業とリンクさせることを可能とする。

見学会の内容が授業の予習になるのか復習になるの

か、どのようなフォローアップができるのかを考える

ことが「博学連携」には必要となる。特別展が長期休

業中ならば、博物館見学会に参加できない生徒も個人

で見学するように推奨し、休み明けの授業でグループ

発表するのも効果的な学びになると思われる。そうい

う意味では、2021 年度の夏に仙台市博物館で開かれ

る予定の「ライデン国立古代博物館所蔵 古代エジプ

ト展」（2021 年 7 月 9 日～ 9 月 5 日予定）は夏休み期

間であり、格好の見学会となる。2021 年度が現行の

学習指導要領による最終年度にあたることもあり、万

全の準備で「博物館見学会を活用した考古学と歴史教

育の連携」に臨みたい。
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註

（１）博物館を活用した学習事例を扱った論考には、国立歴史

民俗博物館の博学連携研究員会議の報告書などが代表例とし

てあげられる。例えば、海上は学校設定科目「博物館学入門」

（自由選択科目）としての博物館の活用を取りあげ、8 時間授

業に及ぶ国立歴史民俗博物館の活用案を提示している（海上 

2017）。

（２）仙台市博物館の「ミュージアムセミナー」は、特別展の

見どころを仙台市内の教職員向けにスライド等で説明し、無

料で観覧できる企画である。教職員が博物館の特別展に関心

を抱き、多くの児童・生徒が博物館に足を運ぶように考えた

教育普及活動である。

（３）筆者は日本史の授業を担当していないため、担当教員か

ら進度と授業内容の情報を得て、博物館見学会の前にその授

業を終えたことを確認した。

（４）紙芝居プレゼンテーション法とは、紙に要点を書いて黒

板等に貼って説明する方法で、板書を省いて生徒の考える時

間を増やす効果がある。また、貼り終わった紙を見ると、話

の流れが理解しやすい利点もある。

（５）古代アンデス文明の詳しい授業指導案は、拙著（多々良 

2019）を参照されたい。
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付録１　「古代アンデス文明展」ワークシート
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